


AXISとは柱の軸力と基礎梁の強度から改良体を

最適に配置する地盤改良設計です。

一般的なベタ基礎の断面です。
外周部の梁高より内部の梁高は小さく、
梁の剛性も低くなります。

例えば外周の梁高を700㎜、内部を500
㎜とした場合、内部梁の剛性は外周部
と比べおよそ半分しかありません。

建物荷重のイメージ、いわゆる
軸力を可視化したものです。
一般的に柱の軸力は建物の中心
の方が大きくなります。

これまでの地盤改良設計は外周部も内部も同じように改良体を均等に配置
しています。このため次のような問題があります。
内 部 ： 梁の剛性が弱く、軸力が大きい → 改良体が足りない
外周部 ： 梁の剛性が強く、軸力は小さい → 改良体が過剰

基礎梁に強度以上の力がかかると、重大なトラブルを起こす可能性があり
ます。

AXIS設計はこれらの問題を解決します。
構造計算による柱軸力の算出と基礎梁剛性の検討により、従来の地盤改良
設計ではできない根拠のある安心・安全な設計をご提案いたします。
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